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段（初～3段）蕃蛮　28年1五月蝿＿9日∴知立編槌鉢 

薗三河 ��薗尾 

男 ���＿＿＿＿＿．＿，＿重 �男i∴I∴女 �� 

初段 �受薄着数 �123 �69 �31∴∴∴2 

合格者数 �104 �51 �l �0 2 1 も l 

二段 �襲審番数 �73 �20 �3 

合格者数 �6、6 �15 �携 

三段 �受審者数 �48 �l緯 �登 

合格者数 �35 �1且 �．2 

平
成
二
十
八
倍
盛

観
避
擬
薬
協
力
蕃
研
鰭
会

輯
三
滴
剣
道
連
盟

指
導
審
議
間
食
瞳
参
期
し
栗

橋
中
剣
道
部
顧
開
　
村
閉
息
儀

十
一
月
十
九
日
　
（
日
）
、
西
尾

市
総
合
体
育
館
で
行
わ
れ
た
第
三

国
西
三
河
剣
道
連
盟
鰭
尊
者
講
習

会
に
参
加
し
ま
し
た
。

主
任
講
師
の
渡
並
　
薗
先
生

（
薗
三
河
剣
道
連
盟
会
長
。
教
士

八
殿
）
　
か
ら
は
、
ご
自
身
の
剣
道

歴
を
は
じ
め
、
昇
段
審
麓
に
お
け

る
心
構
え
、
審
判
法
に
つ
い
て
、

多
く
の
教
え
を
頂
き
ま
し
た
。
そ

の
中
で
、
特
に
印
象
に
残
っ
た
こ

と
は
、
審
判
員
の
役
割
に
つ
い
て

で
す
。
先
任
は
、
「
勝
敗
は
審
判

員
が
決
め
る
も
の
で
は
な
い
。
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。
は
じ
め
は
理

解
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

二
本
が
決
ま
っ
た
か
ど
う
か
は
、

試
合
者
同
士
が
わ
か
っ
て
い
る
。

そ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
審

判
鼠
の
役
目
で
あ
る
。
」
　
と
い
う

十
一
月
十
六
日
　
（
水
）
、
憾
豆

中
学
校
に
お
い
て
見
出
し
の
研
修

会
が
開
催
さ
れ
た
。

◇
謬
舶
蕃

愛
知
県
剣
道
連
盟
理
事
長
大
轍

政
将
氏
、
剣
道
繚
繋
協
力
者
凝
成

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
中
川
治
彦
氏
、

・
竹
内
康
恵
氏
、
金
剣
適
よ
り
百

鬼
史
訓
（
な
き
り
ふ
み
の
り
）
氏
、

そ
の
他
県
下
か
ら
剣
道
授
業
協
力

者
を
含
む
醐
十
名
が
参
加
。

伴
う
授
業
を
授
業
協
力
者
（
山
崎

正
信
。
教
士
七
段
）
　
と
体
育
教
師

へ
都
籍
洋
介
教
諭
）
が
展
開
す
る

も
の
で
あ
る
。

◇
授
灘
の
擬
革

生
徒
は
真
剣
に
授
業
に
取
り
組

ん
で
い
た
。
正
座
の
姿
轡
、
塵
礼

也
立
礼
の
所
作
が
き
れ
い
で
あ
る
。

授
業
開
始
か
ら
七
時
間
田
で
剣
道

具
の
審
漠
が
全
員
で
き
て
い
る
。

防
具
を
清
澄
し
て
の
メ
ン
打
ち
で

は
発
声
が
大
き
く
の
び
の
び
し
て

い
る
。
授
繋
展
開
で
は
授
業
協
力

者
の
地
番
が
大
半
を
占
め
て
い
た
。

⇔
櫛
鍵
髄
力
蕃
か
ら
の
藤
懸

「
繚
欒
協
力
者
と
体
膏
教
師
の

連
携
の
取
り
方
を
ど
の
よ
う
に

し
て
い
♪
＼
か
。

二
、
「
剣
道
を
学
ぶ
」
と
「
剣
道

で
学
ぷ
」
を
如
何
に
吟
味
し
て

い
く
か
。

の
閻
魔
輿
翻
既
ぺ
金
銅
避
）
撥
蘭

学
校
現
場
に
即
し
た
指
揮
が
必

薬
で
あ
り
、
今
後
授
業
協
力
者
の

力
を
得
て
、
体
育
教
師
の
自
立
を

促
し
て
い
き
た
い
。
生
き
た
楽
し

い
授
業
を
展
開
し
、
笑
顔
の
あ
る

授
業
が
繋
ま
し
い
。
剣
道
で
学
ん

だ
こ
と
を
人
生
に
生
か
し
て
い
く

使
命
が
あ
る
。
（
鈴
木
　
睦
　
）

膏
薬
に
納
得
し
ま
し
た
。
ま

さ
に
日
か
ら
鱗
で
す
。
年
後

の
審
判
繋
留
に
お
い
て
も
、

「
審
判
員
は
試
合
者
同
士

だ
け
で
な
く
、
統
幕
も
含
む

す
べ
て
の
人
に
明
ら
か
な
判

定
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
、
懇
切
丁
寧
な
教
え
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め

に
は
、
審
判
員
の
位
置
取
り
、

有
効
打
薬
の
見
極
め
な
ど
を

ど
の
よ
う
に
す
べ
き
か
を
学

び
ま
し
た
。
－

今
回
の
講
習
会
を
生
か
し
、

よ
り
〓
燭
の
滞
進
を
誓
う
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

◇
授
業
の
離
襲

こ
の
授
業
は
二
年
生
一
〇
五
名

が
対
象
（
一
学
級
三
十
五
名
）
　
で
、

体
育
か
授
業
（
武
道
。
剣
道
）
　
が

九
時
間
完
了
で
実
践
さ
れ
て
い
る
。

本
授
業
は
中
学
校
武
道
必
修
化
に

㊨
駿
薬
の
閏
麒

「
－
正
し
く
礼
法
を
行
う
。

二
、
基
本
打
ち
が
正
し
く
で
き
る
。

三
、
無
心
で
相
手
に
正
し
く
打
ち

込
む
こ
と
が
で
き
る
。

◇
蕃
蹄
の
流
れ

「
　
足
さ
ば
き
を
憲
祝
し
た
正
面

素
振
り

二
、
二
人
一
組
に
よ
る
正
面
打
ち

（
柏
手
の
頭
上
に
掲
げ
た
竹
刀

に
打
ち
込
む
）

三
、
防
具
の
蕃
楽

曲
、
相
互
に
正
面
打
ち
を
行
う
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1翌月の荷轟畢鰭
12／　3（土）第37回鶴中校区剣道個人選手権大会i∴9：00　鶴城体

第92国東剣会剣道故人選手権大会　　13．00　東部申

1針00　日本ガイシ23

軌00　西尾総体

19：00　変域体

10：30　費賊体

10：00　知立福祉体

13：00　平披申

17：00　西尾総体

剣道部：00）みよし体

9：30　福地申

17：00　西尾総体

9iOO　愛知こどもの園

10：30　安城体
●oep●gJII9●●●〇〇日PO〇●●－●‘－●．“9．．．ni〇°0．．鴫●－‘な“i‘，（－．調．一一．重II．一°．｝，i〇一．“－●一〇《－．－．．‘i．日の目“n〝．一一●．（口“ni．‘調一間””－．1．置審●●病o（aeIi¶●eOtn＝pi寄り●「UfD

《西尾剣遵月例稽官金》　　　　　　19：00　　醇尾総体

12／3（青年部）12／乱0　12／17　12／24

¢専務局より
。2／5第61回中部日本剣道大会申込締切日12／且　大会郵務局なで

・1／30　第32回西三河少年剣道大会申込締切日

県剣遵稽古納め

12／　4（日）薗三河級審査会

西三河剣道月例稽古会

12／　8（木）西三河剣道高齢者稽古会

12／　9（金）薗三河剣道女子部稽古会

12／10（土）市内剣道個人選手権大会

在　　　　　　幼少隼剣道入門教塞
・・　　　　　酉三河剣道稽古納め（居合職：00

12／1－1（日）第15回道心杯争奮剣道大会

12／17（土）幼少年剣道入門教室

12／18（臼）にしお駅伝フェスティバル

12／22（木）西三河剣道高齢者稽古会

第
三
十
五
回
　
西
尾
面
少
年
剣
道
大
会

（
花
ノ
木
小
　
十
月
二
十
九
日
）

西
野
町
中
男
子
駐
チ
ー
ム

▽
男
子
A
チ
ー
ム

優
勝
　
矢
田
小
学
校

準
決
四
×
一
福
地
北
部
小

決
勝
三
X
O
平
坂
小

選
手
都
築
天
斗
　
幣
原
安
海
　
加
藤

真
悠
　
樹
木
律
乃
　
林
　
竃
登

河
合
優
藤

▽
男
子
駐
チ
ー
ム

鱒
勝
∴
薗
野
町
小
学
繊

溝
決
二
×
二
鶴
城
小

（
本
数
勝
ち
）

決
勝
二
×
一
中
畑
小

選
手用
澄
晃
平
　
近
藤

雑
　
用
澄
健
也
　
杉

田
大
和
　
山
田
唯
桂

清
水
康
也

二
位
　
華
燭
小
葉
擬

準
決
三
X
O
西
尾
小

三
飽
　
鶴
城
小
学
麓

輔
屈
小
学
校

第
亜
圃
蘭
蔀
馳
駆
鋤
道
大
会

小
串
学
坐
亜
廿
九
名
が
熱
戦

色
B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
十
一
月
二
〇
日
）

W
小
学
蟹
囲
簡
政
市

①
加
藤
恒
蘭
書
）
②
瀬
田

衆
望
（
光
）
③
永
谷
風
緒

（
光
）
③
闘
元
武
琉
（
吉
）

▽
小
学
亜
隼
憩
以
上

①
杉
浦
大
障
害
）
　
②
永
谷

美
空
（
光
）
③
加
藤
聡
大
（
膏
）

二
位
　
軍
旗
小
学
校

準
決
二
X
一
鶴
城
小

三
倍
　
額
鞄
北
都
小
学
硬

鶴
城
小
学
校

▽
女
子
チ
ー
ム

鍵
騰
　
礎
ノ
米
小
幣
撥
A

準
決
一
X
O
轟
揚
小

沢
勝
一
X
一
矢
田
中
Å

（
代
表
者
戦
）

選
手永
井
咲
衣
　
野
々
山
そ
ら

永
谷
美
空

二
館
∴
矢
田
小
葉
澱
A

準
決
三
×
0
花
ノ
木
小
B

三
位
∴
塾
繊
小
学
嬢

碓
ノ
木
小
学
横
田

③
潜
減
額
太
郎
筆
陣
）

▽
坤
讐
一
緯
男
子

①
野
口
周
平
へ
吉
）

②
城
田
祥
也
主
調
）

留
車
掌
一
律
薬
事

①
小
間
井
叶
穂
全
日
）

②
松
原
一
花
二
）

▽
軍
学
二
隼
撫
子

①
外
山
貴
康
（
雷
）

②
山
崎
轄
太
（
こ

③
岩
瀬
晃
太
朗
釜
ロ
）

③
三
枝
涼
維
（
吉
）

▽
曹
学
二
律
女
子

①
鳴
海
畢
姫
へ
こ

②
南
　
里
紗
二
）

③
山
本
妃
奈
乃
（
一
）

③
石
川
巽
花
筆
陣
）

花
ノ
木
小
女
子
A
チ
ー
ム


